


























































(2)述語 :主語と対になり､主語の属性 (動作 ｡変化｡状態･特性 ｡関係 ｡質)を表す｡
陳述の核となる文の部分｡
(3)対象語 :述語が表す属性の成立に必要な対象を表す文の部分｡
(4)修飾語 :述語にかかって､述語が表す属性の様子 ･程度 ･量などを詳しくする文の
部分｡





















































































































































































































































































































































3)ここでは､いわゆる ｢表出｣の一語文 (｢痛い !｣｢熱い !｣)などは対象にしていない.表出
はまだ文として未分化の状態であり､｢文の部分｣を論じることはできないと考えている｡
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